

























最近では、PISA 型読解力など国際標準の学力向上や世界全体で推進されている ESD 教












































資質・能力を育成するために「課題解決的な学習の一層の充実」を求めた。   
新学習指導要領では「地理総合」が必履修化され、さらに「地理探究」を選択すれば地
理を深く学べるように構想されている。「地理総合」の内容は、GIS（Geographic 
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ベネッセ教育総合研究所の 2010 年と 2016 年の調査（５）によると、「教員の指導観とし
て大切にしていること」について、中学校では「受験指導に役立つ力を学校の授業でも身
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著者が授業者として行った埼玉県立浦和高校 2016 年度 3 年生の理系の「講義型授業」
と文系の「論述型授業」に、課題解決学習の課題把握→課題追究→課題解決の学習過程を
応用して考察する。 
3 年生 360 人のうち理系生徒は 220 人で、そのうちの 162 人が「地理」を選択した。セ
ンター試験では 162 人のほぼ全員が地理で受験したが、二次試験を地理で受験した生徒は
皆無だった。一方、文系生徒 112 人のほとんどが「世界地誌」を選択し、センター試験で
はほぼ全員が地理で受験したが、二次試験を地理で受験した生徒は 30 人だった。  
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政府主導 財閥 電気電子産業 









区 経済技術開発区  
半導体製造部門 最終組立部門  
 
























































輸出加工区 優遇策 外資導入  










































〇課題追究の参考資料(教師の自作教科書)  中央アジア諸国の地誌（5 か国）／乾燥気候／
遊牧民・定住民の歴史／「オアシスの道」・「草原の道」／イスラム教の世界／旧ソ連の支
配と連携／石油・天然ガス、鉱産資源の輸出と諸問題／上海協力機構／中国の「一帯一路
構想」と中央アジア（これは 2017 年度追加）／中央アジアの環境問題  
〇課題把握（問い）の例 中央アジア諸国のような内陸国には日本のような島国にはない悩
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インドの立場の違いについて次の語句を使って述べよ。影響力 旧ソ連諸国 カシミール 






















































（1）理系生徒のアンケート結果（図 1）と記述内容の一部（表 3）  
図１ 
 




























































（2）文系生徒のアンケート分析（図 2）と記述内容の一部（表 4） 
  
高大接続教育を意識した課題解決力の育成をめざす高校地理教育 





































































































































































（1） 世界を変えるための 17 の目標は、「1 貧困をなくそう、2 飢餓をゼロに、3 すべ
ての人に健康と福祉を、4 質の高い教育をみんなに、5 ジェンダー平等を実現し
よう、6 安全な水とトイレを世界中に、7 エネルギーをみんなに、そしてクリー
ンに、8 働きがいも経済成長も、9 産業と技術革新の基礎をつくろう、10 人や国
の不平等をなくそう、11 住み続けられるまちづくりを、12 つくる責任使う責任、
13 気候変動に具体的な対策、14 海の豊かさも守ろう、15 陸の豊かさも守ろう、
16 平和と公平を全ての人に、17 パートナーシップで目標を達成しよう」である。  
高大接続教育を意識した課題解決力の育成をめざす高校地理教育 
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（2） 永田成文「これから考えたい地理 ESD 授業とは―持続可能社会の視点からのア
プローチ―価値と態度の育成を視野に入れた思考・判断・表現」社会科教育、2017
年 8 月号、明治図書、30－33 頁 
（3） 社会、地理歴史、公民における学習過程の例（たたき台）教育課程部会社会・地
理歴史・公民ワーキンググループ（2016 年 4 月） 
 
課題把握 課題追究 課題解決 
新たな課
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科教育、2016 年 12 月号、18－21 頁 
（5） 第 6 回学習指導基本調査 2016 年 ベネッセ教育総合研究所（中学校教員 4414








（6） 第 5 回学校基本調査 2015 年 ベネッセ教育総合研究所（中学校 2 年生 2699 人 
高校 2 年生 4426 人対象） 
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